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「きのこ」と出会って  

 

川島 聡子 

  

◎ごあいさつ 

はじめまして。このたびご縁がありまし

て「千葉菌類談話会」に入会することにな

りました。よろしくおねがいします。 

  私は、自然が大好きです。五感を通して、

自然を肌で感じることが大好きです。自然

はせわしない日常の世界を忘れさせてく

れる力があり、自分をリセットしてくれま

す。休日は、散歩をしています。散歩を楽し

める自分の季節は、秋です。秋は、どんぐり

や木の実がいっぱい落ちているからです。 

◎「きのこ」との出会い 

中央博物館で「きのこワンダーランド」 

が開催されました。自然が大好きな私は、

すぐに興味がわき、中央博物館に足を運び

ました。今まで、どんぐりや木の実ひろい

をしていた私ですが、きのこの存在を全く

知らなかったことに気づかされました。 

◎ようこそ！ きのこ探しの旅へ 

「きのこワンダーランド」では、『きのこ

の生える木が決まっていること・きのこに

はたくさんの種類があること・きのこには

たくさんの個性あふれた姿があること』な

どたくさんの事を知識として学ぶことがで

きました。きのことの出会いが娯楽の一環

だった散歩を、『きのこ探しの旅』へ誘って

くれた気がします。 

◎まだまだ・・・ 

視点を変えた散歩は、今までとはちがっ

た散歩です。片手にカメラをもって、きの

こを見つけ

たら立ち止

まり、「はい、

ポーズ！」と

ひとりごと。

今までの歩

き散歩より、

2倍も時間が

かかります。

時間も労力

もつかった散歩で見つけた「きのこ」を、

図鑑を開き名前を調べて、自分だけの『き

のこ図鑑』づくり。自分の名前にかけて図

鑑名も『さときのこ図鑑』（笑）。自分の秘

かな楽しみです。 

  先日の談話会の集まりの際に、近くにい

らっしゃった会員のかたにおみせしたら

たくさんの付箋をはられてしまいました。

しかも、付箋が足りないほどでした。どう

やら名前が違っていたようです（笑）。見た

だけでもすぐに分かるのは、やはりきのこ

との出会いの差だと思います。「すごいな」

と思いました。  

◎これから・・・ 

出会いの差は、「きのこ」に限らず自分が

どれだけ興味があること、心がひかれてい

るものにアプローチしているかだと思いま

す。会員の皆様と「きのこ話」で盛り上が

れるように『きのこ探しの旅』を時間をみ

つけて楽しんでいきたいと思います。 

 


